
［
未
 

．
 

来
へ
］
平
成
1
7
年
～
平
成
柑
年
 
 



ま
り
ま
し
た
。
前
年
の
5
市
町
村
に
よ
る
 
 

合
併
協
議
会
か
ら
鯖
江
市
の
離
脱
と
い
う
 
 

曲
折
は
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
福
 
 

井
市
を
核
と
し
た
人
口
2
7
万
人
の
「
新
福
 
 

井
市
」
 
の
誕
生
に
向
け
て
、
各
首
長
が
握
 
 

手
を
交
わ
し
ま
し
た
。
町
内
各
地
区
で
は
 
 

住
民
説
明
会
で
合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
 
 

く
り
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

任
期
満
了
に
伴
う
3
月
の
町
長
選
で
は
、
 
 

現
職
の
有
塚
氏
が
再
選
さ
れ
、
豪
雨
の
復
 
 

旧
や
合
併
ま
で
の
道
す
じ
が
託
さ
れ
ま
し
 
 

た
。
 
 

1
8
年
2
月
1
日
の
合
併
が
正
式
に
決
 
 

井
市
、
清
水
町
、
越
廼
村
と
の
合
 
 

併
調
印
式
は
2
月
2
5
日
に
行
わ
れ
、
 
 

来  

へ  
］  、  

調
印
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一
郭
便
局
が
業
務
再
開
 
 

＋  

ズ
ギ
の
花
粉
症
治
療
研
究
拠
点
で
全
国
初
の
 
 

町
と
福
井
大
学
医
学
部
が
協
定
書
調
印
 
＋
 
 

て
保
育
所
統
合
の
み
や
ま
保
育
園
落
成
 
 

豪
雨
災
害
1
周
年
で
防
災
週
間
を
設
定
 
二
 
 

総
合
防
災
訓
練
 
 

丁
寧
地
球
博
（
愛
知
万
博
）
」
に
パ
パ
■
ズ
出
演
 
■
 
 

美
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
、
中
部
日
本
吹
奏
楽
 
 

I
 
 

コ
ン
ク
ー
ル
本
大
会
（
浜
松
市
）
で
3
佳
人
賞
 
 

2
1
年
振
り
の
豪
雪
 
 
 

町
内
全
郵
便
局
で
住
民
票
等
交
付
事
務
取
 
 

開
始
 
 

局‾県「善甘田「扇  4
市
町
村
（
福
井
市
・
美
山
町
・
越
廼
村
・
清
 
 

水
町
）
の
合
併
協
定
調
印
式
 
 

C
A
T
V
敷
設
整
備
事
業
安
全
祈
願
祭
 
 

車
屋
正
昭
氏
福
井
豪
雨
義
援
ラ
イ
ブ
開
催
（
3
 
 

で
住
民
票
等
交
付
事
務
取
扱
開
始
 
 

5
月
・
7
月
）
 
 

子嬉拳  
ー
で
ス
タ
ー
ト
 
 
 

町  
が  

無
投
票
で
有
塚
町
長
が
再
選
 
 

童
ク
ラ
ブ
 
下
宇
坂
農
村
環
境
改
 
 

窓
口
業
務
委
託
 
羽
生
郵
便
 
 
 ■－■■‾■㌣ニロヒ亡■ヒ‾tt巾・亡王＝王±亡た竃●亡L●■ヰ■－J†▼■【べ一●山一‾－＝－1柵‾i；；i－‾■」－←・二一：－－⊥⊥－i＝ii品山一－一一一十一－－－■一∵－・・一－－－－－－－－r：1羊享＝千Tナー  

【
日
本
の
動
き
］
 
 

●
青
色
L
E
D
の
発
明
対
価
の
訴
訟
 
 
 

約
8
億
円
の
支
払
で
和
解
 
 

●
愛
知
県
伊
勢
湾
に
、
中
部
国
際
空
 
 
 

港
開
港
 
 

●
愛
知
万
博
開
催
、
半
年
間
で
2
2
0
 
 
 

0
万
人
来
場
。
 
 

●
J
R
福
知
山
線
脱
線
事
故
（
死
者
 
 
 

1
0
7
人
、
負
傷
者
4
6
0
人
）
 
 

●
北
海
道
の
知
床
が
国
内
で
、
3
つ
目
 
 
 

の
世
界
自
然
遺
産
に
決
定
 
 
 

［
世
界
の
動
き
］
 
 

●
中
国
各
地
で
約
1
万
人
の
反
日
デ
 
 
 

モ
 
 

●
ロ
ン
ド
ン
同
時
爆
破
テ
ロ
 
 

●
ア
メ
リ
カ
で
過
去
最
大
級
の
ハ
リ
ケ
ー
 
 

ン
「
力
ト
リ
ー
ナ
」
上
陸
 
 

●
国
連
が
創
立
6
0
周
年
 
 
 

流行歌・ワード  

♪Butterfly（倖田束未）  

♪桜（コブクロ）  

★小泉劇場  

★想定内（外）  
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
 
 

運
行
開
始
 
 

町
内
で
の
公
共
交
通
空
白
地
域
を
 
 

解
消
し
、
町
民
の
利
便
性
の
向
上
と
日
 
 

常
生
活
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
、
コ
 
 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
4
月
か
ら
運
行
を
開
 
 

始
し
た
。
1
月
か
ら
3
月
ま
で
は
試
行
 
 

運
転
。
乗
車
料
は
一
律
1
0
0
円
。
 
 

幸
屋
正
昭
太
鼓
道
場
が
 
 

福
井
豪
雨
義
援
ラ
イ
ブ
 
 
 

和
太
鼓
奏
者
、
車
屋
正
昭
さ
ん
が
、
「
災
 
 

害
に
負
け
ず
輝
き
、
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
 
 

と
被
災
し
た
町
民
ら
を
対
象
に
、
福
井
 
 

豪
雨
義
援
ラ
イ
ブ
を
こ
の
年
3
回
開
催
 
 

し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
演
奏
と
幻
想
 
 

的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
町
民
ら
は
元
気
 
 

づ
け
ら
れ
た
。
 
 

膚
 
 

町
と
福
井
大
学
医
学
部
が
 
 

協
定
書
調
印
 
 

町
と
福
井
大
学
医
学
部
が
連
携
し
、
 
 

花
粉
症
治
療
研
究
を
進
め
る
た
め
、
施
 
 

設
利
用
に
関
す
る
協
定
書
に
調
印
し
た
。
 
 

ス
ギ
花
粉
症
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
 
 

て
、
下
味
見
生
涯
教
育
施
設
（
旧
下
味
 
 

見
小
）
が
活
用
さ
れ
る
。
 
 

t「lT  乳
児
保
育
や
延
長
保
育
な
ど
多
様
 
 

化
す
る
保
育
二
－
ズ
に
応
え
る
た
め
、
町
 
 

内
3
つ
の
へ
き
地
保
育
所
を
統
合
し
、
 
 

木
造
平
屋
の
木
の
香
漂
う
、
み
や
ま
保
 
 

育
園
が
落
成
し
た
。
 
 
 

子
育
て
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
子
 
 

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
併
設
さ
れ
た
。
 
 

み
や
ま
保
育
園
の
 
 

落
成
式
 
 

［
未
来
へ
］
平
成
1
7
年
～
平
成
1
8
年
 
 
 

劇
団
パ
パ
ー
ズ
 
 

愛
知
万
博
に
参
上
 
 
 

7
月
「
愛
・
地
球
博
」
の
会
場
で
、
蔵
 
 

作
の
お
年
寄
り
に
よ
る
劇
団
「
パ
パ
ー
ズ
」
 
 

が
オ
リ
ジ
ナ
ル
劇
を
上
演
。
大
舞
台
に
 
 

も
か
か
わ
ら
ず
、
い
つ
も
の
ペ
ー
ス
で
ユ
ニ
 
 

－
ク
な
ア
ド
リ
ブ
を
連
発
。
会
場
の
人
 
 

達
を
楽
し
ま
せ
た
。
 
 

豪雨災害1周年防災週間を設定   

福井豪雨の教訓を生かそうと町では、7月  
・・● －、■・■■ －、－ ←←・－ ■← 一・－ 一・－－▲・■■ － － － －－ － － － 一 一 ■－・■1ト＋■－ ■■ ｝■ ■  

18日～23日を防災週間に設定し、1‾8日には   
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総合防災訓練を実施した。この日、「福井豪  

雨モニュメント蔭幕」「人と川との共生会議」  
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「福井豪雨メモリアル展」など町内各地で豪  
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行
わ
れ
ま
し
た
。
関
係
者
約
 
 

3
0
0
人
が
出
席
し
、
町
を
閉
 
 

じ
る
に
当
た
っ
て
の
有
塚
町
長
 
 

の
式
辞
、
功
労
者
表
彰
な
ど
が
 
 

あ
り
、
最
後
に
町
旗
が
降
ろ
さ
 
 

れ
、
閉
町
と
い
う
歴
史
的
な
瞬
 
 

間
を
見
届
け
ま
し
た
。
 
 
 

式
は
、
1
月
2
2
日
午
前
1
0
時
か
 
 

ち
、
木
ご
こ
ろ
文
化
ホ
ー
ル
で
 
 

み
 
 
ら
 
 
い
 
 

山
町
と
し
て
の
歴
史
に
 
 

ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
閉
町
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式
典
を
前
に
、
「
美
山
5
0
年
の
あ
ゆ
み
」
 
 

と
題
し
た
映
像
が
流
さ
れ
、
昭
和
3
0
年
 
 

の
旧
6
力
村
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
 
 

美
山
村
の
成
り
立
ち
か
ら
、
町
制
施
行
 
 

を
経
て
、
昭
和
か
ら
平
成
の
時
代
の
中
 
 

で
の
美
山
町
の
主
な
出
来
事
な
ど
が
、
 
 

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。
 
 
 

式
典
は
石
田
助
役
の
開
式
の
辞
で
始
 
 

ま
り
、
有
塚
町
長
が
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 
 

こ
の
中
で
有
塚
町
長
は
ま
ず
「
町
民
の
 
 

皆
さ
ま
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
郷
土
愛
に
 
 

よ
り
、
町
が
確
実
に
進
展
し
て
き
た
こ
 
 

と
に
射
し
、
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
」
 
 

「
発
展
的
な
 
 

終
わ
り
の
時
」
 
 

と
約
5
0
年
の
歴
史
を
支
え
て
き
た
町
民
 
 

の
功
績
を
讃
え
ま
し
た
。
続
い
て
町
が
 
 

辛
が
け
て
き
た
各
種
事
業
や
施
策
に
つ
 
 

い
て
振
り
返
り
、
1
6
年
7
月
の
福
井
豪
 
 

雨
に
も
触
れ
〓
瞬
に
し
て
泥
海
と
化
 
 

し
た
町
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
不
 
 

屈
の
精
神
力
で
災
害
復
旧
も
順
調
に
 
 

進
み
ま
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
 
 

「
時
代
の
推
移
と
と
も
に
、
発
展
的
な
 
 

終
わ
り
の
時
を
迎
え
ま
す
。
新
福
井
市
 
 

の
中
で
、
新
た
な
出
発
を
前
に
し
た
発
 
 

展
の
た
め
の
終
結
で
す
。
町
内
の
山
積
 
 

し
て
い
る
課
題
は
新
市
に
引
き
継
ぎ
ま
 
 

す
。
ま
す
ま
す
の
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
」
 
 

と
、
式
辞
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
 
 

式辞を述べる有塚町長  

‥
■
 
 
 

■
い
綿
飴
舶
 
 

■
」
「
 
 

■
l
■
■
肌
r
l
 
 
 

〓
未
 

■
 こ

の
後
、
高
瀬
町
会
議
 
 

長
の
あ
い
さ
つ
、
中
学
校
 
 

生
徒
に
よ
る
国
歌
斉
唱
 
 

に
引
き
続
き
、
町
の
発
展
 
 

に
尽
く
し
た
3
7
人
、
1
0
団
 
 

体
の
表
彰
を
行
い
、
来
賓
 
 

の
旭
県
出
納
長
、
酒
井
福
 
 

井
市
長
、
杉
本
池
田
町
長
、
 
 

松
村
、
山
崎
、
稲
田
の
各
 
 

本
県
選
出
国
会
議
員
の
 
 

順
で
、
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
 
 

し
た
。
引
き
続
き
美
山
中
 
 

学
校
の
一
年
生
3
7
人
が
 
 

ス
テ
ー
ジ
の
前
に
整
列
し
、
 
 

へ 
］ 

LT■鉦 来平成17年～平 
成 

18年  

■ ■ ■●●■●－－．t▼▼＿ ■＿  
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Jヰ  

「
時
の
旅
人
」
「
ふ
る
さ
と
」
 
 

の
2
曲
を
合
唱
。
最
後
に
、
 
 

ス
テ
ー
ジ
に
掲
げ
ら
れ
た
 
 

町
旗
が
、
石
田
助
役
、
前
 
 

川
教
育
長
に
よ
っ
て
降
ろ
 
 

さ
れ
、
有
塚
町
長
の
手
に
 
 

渡
さ
れ
て
、
式
典
を
終
え
 
 

ま
し
た
。
 
 
 

ま
た
、
こ
の
日
は
、
式
典
 
 

の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
 
 

し
て
河
内
区
に
伝
わ
る
「
チ
 
 

ヨ
イ
ヤ
ー
サ
ー
踊
り
」
と
「
越
 
 

前
美
山
音
頭
踊
り
」
が
披
 
 

露
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

「
 
 

” 

l≡≡≡！ ■ F「「 I 
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